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編集後記
　新緑がまぶしい季節となりました。昨冬新しく完成した凌雲棟では教養教育が始まりました。今年度
から、28年ぶりに東千田キャンパスに移転した法学部の学生の教養教育も行われており、霞キャンパス
は例年以上に活気にあふれているように感じます。また、新型コロナウイルス感染症については、5月か
ら感染症法上の位置づけが季節性インフルエンザなどと同じ5類に変更されました。様々な活動が少しず
つ活発になっていくことを期待しております。
　この度、BioMed News第9号を発刊するにあたり、ご協力いただきました執筆者、編集者ならびに広
報委員の先生方に心より感謝申し上げます。本号では新任教授のご挨拶、トピックス（霞クラウドファ
ンディング）、座右の銘、各賞受賞者紹介、研究最前線などを掲載しております。是非、ご愛読をお願い
申し上げます。
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